
第63期事業報告書
（2023年4月1日～2024年3月31日）

株主の皆さまへ� President's Message

　株主の皆さまにおかれましては、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　第63期事業報告書（2023年４月１日から2024年３月31日まで）をお届けするにあたり、
ご挨拶を申し上げます。
　第63期の連結業績としましては、連結売上高は577億94百万円（前期比5.0％増）、連結営
業利益は32億62百万円（前期比62.2％増）、連結経常利益は36億23百万円（前期比51.7％
増）、親会社株主に帰属する当期純利益は23億72百万円（前期比53.8％増）となりました。
　当連結会計年度（2023年４月１日から2024年３月31日まで）における我が国経済は、新
型コロナウイルスの影響が薄れ、経済活動が活性化したことにより回復基調にあります。しか
し、原材料やエネルギー価格の上昇などに起因した物価高、地政学リスクの増大、金利や為替
の変動幅が拡大するなど、依然として景気の先行きは不透明な状況にあります。
　当社グループが属する業界においては、脱プラスチックの流れはますます加速しています。
インターネット通販市場の拡大や、催事・イベント関連資材の需要が回復するなど、消費行動
は引続き大きく変化しています。
　このような状況のもとで、当社グループは、「“パッケージ×サービス”でお客様に元気を届
けるトータルパートナーを目指す」と定めた長期ビジョンの実現に向けて、中期経営計画に
沿った活動を継続しております。
　営業販売部門では、環境配慮型商品や既製品の主力商品の拡販と特注品の受注活動に注力い
たしました。全国的に催事・イベントが活発化したことにより、関連資材の需要が拡大し売上
は増加いたしました。
　店舗販売部門では、全国的な催事・イベント需要の回復に伴い、店内における関連資材の品
揃えを充実させたことにより、売上は増加いたしました。
　通信販売部門では、「シモジマオンラインショップ」において「シモジマモール」、「シモラ
ボ」への商品掲載の勧誘を仕入先各社に対し活発化させたことで、掲載点数が100万点を超え
ました。この結果により会員数や購買額が増加したことで、売上は増加いたしました。
　これら各チャネルの販売活動効果により、グループ全体の売上は、過去最高額を更新しまし
た。
　利益面では、主力商品の売上が伸びたことにより、売上総利益が増加いたしました。また、
物流費をはじめとする販売費及び一般管理費の抑制効果も相まって、営業利益、経常利益、親
会社株主に帰属する当期純利益ともに前期比で大幅に増加いたしました。
　今後も当社の活動へのご理解とご支援を引き続き賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げ
ます。

2024年６月

代表取締役社長

社是
・誠意・熱意・創意
経営理念
一、包装用品とこれに関連する事業を通じ快適な社会づくりに貢献する
一、常に顧客のニーズに応え創意工夫による市場拡大に努める
一、たえず経営の合理化と積極販売に努力し企業の発展を図る
一、社員の楽しく健康的な生活を確保する

長期ビジョン
「“パッケージ×サービス”でお客様に元気
を届けるトータルパートナーを目指す」
長期方針
　１．事業の拡大
　２．経営基盤の強化
　３．経営体制の強化



事業の系統図� Business Flow

損益の状況� Profit and Loss
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記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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【物 流】
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■〔紙製品事業〕
連結売上高　101億53百万円
（前期比1.5％増）

＜主要な商品＞
紙袋、包装紙、紙器

■〔化成品・包装資材事業〕
連結売上高　341億66百万円
（前期比7.3％増）

＜主要な商品＞
ポリ袋、食品包材、その他包装資材等

■〔店舗用品事業〕
連結売上高　134億75百万円
（前期比2.1％増）

＜主要な商品＞
文具事務用品、POP用品、店飾雑貨等

事業セグメントの概況� Business Segments



トピックス� Topics

CO2排出に関する状況4.
当社では、電力消費抑制をCSRの重要課題として取り組みを続けて
おり、また、今般、社会的要請を踏まえ脱炭素の視点も取り入れてお
ります。当連結会計年度におけるCO2の排出状況としましては、
Scope1はガソリンを中心に連結ベースで506t-CO2で前期比10.5％
増、Scope2は3,869t-CO2で前期比18.8％減となりました。
Scope1での計上要因はガソリン消費が中心で、エコカー導入等を
進めましたが、新型コロナ禍の脅威の低下とともにリアルでの営業活
動が活発化したため、純増となりました。
Scope2での計上要因は電力消費が中心で、当連結会計年度では、
田沼及び東大阪の配送センターと馬喰横山店における照明LED化や東
大阪配送センター・朝日樹脂工業における太陽光発電の導入により、
購入電力量は連結で944万kWhとなり前期比4.2％減少させることに
成功しております。設備面積当たりの消費電力量も、グループ全体で
79.89kWh/㎡となり、前期比2.5％減少となりました。
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＊小数点第2位以下を切り捨てております。
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●当社単体でのCO2排出量（Scope2）

＊調整後排出係数換算：環境省・経済産業省の省令に基づき算出された係数で換算しています。
＊小数点第2位以下を切り捨てております。

エコフレンドリーな再生プラスチック原
料「Repla®」を活用したポリ袋を、株式会
社esa（イーサ）・株式会社サガシキととも
に共同開発いたしました。当社はRepla®を
提携のプラスチック加工メーカーで製品化し、
レジ袋やゴミ袋として販売しております。
Repla®は株式会社esaが独自の技術で生成する再生プラスチック原料で、廃棄プラスチックをマテリ
アルリサイクルしています。低コスト・低エネルギーで生成可能という特徴を持ち、石油由来プラス
チックの代替素材として活用することで、資源の使用量削減、またCO2排出量削減に貢献します。今後
も新たな技術や情報を取り入れて活用し、環境配慮型商品の開発・販売を追求してまいります。

再生プラスチック原料「Repla®」を活用した商品開発・販売1.

当社はかねてより一般社団法人moretrees（モア・トゥリーズ）の活動に賛同し森林保全活
動を支援してまいりましたが、この度moretreesおよび宮川森林組合と包括連携協定を締結し、
三重県多気郡大台町にて植林活動を開始いたしました。
2023年11月22日（水）、社長の笠井を含めた６名の従業員で第１回目の植樹体験を行いま
した。体験では24樹種・計90本の苗木を植え、その後宮川森林組合に植林を継続していただき
2024年３月末までに43樹種・990本が植えられています。
紙製品を取扱う企業として、今後も積極的に森林保全活動に参加してまいります。また
more trees・宮川森林組合とともに「シモジマの森」を多様性のある森に育ててまいり
ます。

「シモジマの森」植林活動の開始3.

当社の誇る人気昭和レトロ柄「ストップペイル」が、コンビニエンスストアを展
開する株式会社ローソンとコラボレーションいたしました。レトロかわいいパッ
ケージの３アイテム、「シモジマコラボ　カラフルおにぎり」・「カンロ　シモジマと
あそぼん！グミ　35g」・「シモジマ　ミルクコーヒー　200ml」が、2024年３月
５日（火）から全国のローソン店舗にて販売されました。
「シモジマ　ミルクコーヒー　200ml」の絵柄にはシークレット１種を用意した
ほか、コラボ商品発売記念としてローソン公式SNSでのキャンペーンを実施し、当
社の歴史に残る一大イベントとなりました。
「ストップペイル」を長く愛してくださっている多くの方々に改めて感謝するとと
もに、今後も商品開発に励んでまいります。
※現在はコラボ商品の販売を終了しております。

「ローソン×シモジマ」コラボ商品の発売2.

▲「Repla®」を活用したゴミ袋

▲㈱ローソン様とのコラボ商品

▲「シモジマの森」での植樹



当社は、従前より、包装の利用による環境の負荷について認識し
ており、その対応の一環として、容器包装リサイクル法への対応に
取り組んでいます。
具体的には、特定事業者として再商品化委託料を公益財団法人日
本容器包装リサイクル協会にお支払しているほか、容器包装抑制に
関する報告書を関東経済産業局に提出しています。
排出抑制に関して、プラスチック製買物袋有料化制度への対応の
ほか、声掛け、お客様向けのポリ袋の薄肉化や紙袋のサイズの適正
化等の努力を継続している等、今期も各種環境配慮型商品の開発に
取り組んでおります。

容器包装リサイクル法への対応5.

新商品のご紹介� New Products

2. バイオLimeAirハンドハイパー
　バイオマス成分と石灰石を配合したレジ袋です。プラスチッ
ク使用料を約35％削減、CO2排出量を約25％抑制しています。

▲バイオLimeAirハンドハイパー

3. 木製カトラリー　デザート向けサイズ
　デザート向けの小型サイズを拡充いたしました。天然木材使
用のため可燃ごみで廃棄することができます。紙製容器と併用
すれば脱プラスチックとなる他、廃棄時の分別も不要です。

4. テープレスダンボール
　作業効率が上がるのみならず、ダンボールをリサイクルする際
に発生する、テープの分別作業が不要になります。リサイクル促進
にも貢献できる商品です。

▲木製カトラリー ▲テープレスダンボール

1. エネルフィッシュレジ袋　海洋生分解性ナチュラル
　海洋生分解性のエネルフィッシュレジ袋に、中身が見えるナ
チュラルタイプが新登場いたしました。魚の誤食防止に繋がる
苦味物質「デナトニウム」も引続き配合しています。

▲エネルフィッシュレジ袋

容器包装リサイクル法対応による取り扱い容器包装資材の量の推移
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連結財務諸表� Financial Statements

◆連結貸借対照表（要旨）� （単位：百万円）

期別
科目

前　期
2023年（3月31日現在）

当　期
2024年（3月31日現在） 期別

科目
前　期
2023年（3月31日現在）

当　期
2024年（3月31日現在）

（資産の部） （負債の部）
流動資産
　現金及び預金
　受取手形
　電子記録債権
　売掛金
　商品及び製品
　原材料及び貯蔵品
　その他
　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物
　　機械装置・運搬具
　　土地
　　リース資産
　　その他
　無形固定資産
　　のれん
　　リース資産
　　その他
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　長期貸付金
　　繰延税金資産
　　保険積立金
　　その他
　　貸倒引当金

21,460
7,140
465
1,001
6,523
5,274
596
473
△15

18,562
13,539
3,783
391
7,761
238
1,365
1,619
413
18

1,186
3,403
557
294
677
1,636
331
△93

24,312
9,681
337
1,279
6,797
5,197
565
467
△15

19,095
14,142
5,492
453
7,760
245
190
1,324
289
54
981
3,627
647
302
600
1,814
322
△60

流動負債 6,075 7,485
支払手形及び買掛金 3,010 4,355
1年内返済予定の長期借入金 6 9
リース債務 116 122
未払法人税等 831 799
契約負債 61 42
賞与引当金 451 482
役員賞与引当金 97 67
その他 1,501 1,605
固定負債 1,268 1,165
長期借入金 76 35
リース債務 227 258
再評価に係る繰延税金負債 277 277
退職給付に係る負債 352 288
資産除去債務 132 116
その他 201 190
負債の部合計 7,343 8,651
（純資産の部）
株主資本 38,474 40,368
資本金 1,405 1,405
資本剰余金 1,299 1,273
利益剰余金 36,834 38,039
自己株式 △1,063 △349
その他の包括利益累計額 △5,858 △5,679
その他有価証券評価差額金 320 378
繰延ヘッジ損益 6 40
土地再評価差額金 △6,195 △6,195
退職給付に係る調整累計額 10 97
非支配株主持分 63 66
純資産の部合計 32,679 34,756

資産の部合計 40,023 43,407 負債及び純資産の部合計 40,023 43,407

◆連結損益計算書（要旨）� （単位：百万円）

期別
科目

前　期
自2022年4月 1 日（至2023年3月31日）

当　期
自2023年4月 1 日（至2024年3月31日）

売上高 55,028 57,794
売上原価 37,485 38,621
　売上総利益 17,543 19,173
販売費及び一般管理費 15,531 15,910
　営業利益 2,011 3,262
営業外収益 496 400
営業外費用 118 39
　経常利益 2,388 3,623
特別利益 171 1
特別損失 113 93
税金等調整前当期純利益 2,446 3,531
法人税、住民税及び事業税 847 1,165
法人税等調整額 51 △11
当期純利益 1,548 2,376
非支配株主に帰属する当期純利益 5 3
親会社株主に帰属する当期純利益 1,542 2,372

◆連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （単位：百万円）
期別

科目
前　期

自2022年4月 1 日（至2023年3月31日）
当　期

自2023年4月 1 日（至2024年3月31日）
営業活動による
キャッシュ・フロー 2,328 4,698

投資活動による
キャッシュ・フロー △378 △1,479

財務活動による
キャッシュ・フロー △686 △678

現金及び現金同等物に係る
換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の
増減額 1,263 2,539

現金及び現金同等物の
期首残高 5,848 7,111

現金及び現金同等物の
期末残高 7,111 9,651

2025年3月期業績予想� BusinessForecasts

� （単位：百万円）

売 上 高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
61,800 3,800 4,000 2,500



株主メモ

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

期末配当金受領
株 主 確 定 日 3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 9月30日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 （連絡先）
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話　0120-232-711（通話料無料）
（郵送先）
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所（プライム）

単 元 株 式 数 100株

公 告 の 方 法 電子公告の方法により行います。但し、電子公
告によることができない事故その他やむを得な
い事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載し
て行います。

公告の掲載URL https://www.shimojima.co.jp

株主優待制度のご案内

（写真は2024年度の株主優待品です。内容は変更することがございます。）

　当社では、株主様への感謝のしるしとして、下記の要領で株主優
待制度を設けております。当社グループの取り扱い商品（家庭で使
用される雑貨）を贈呈いたしております。株主の皆さまにおかれま
しては、当商品をご愛用いただき当社グループの事業に対するご理
解を深めていただければ幸甚に存じます。
1.対象
毎年3月31日現在の当社株主名簿に記録された、当社株式を100
株以上ご所有の株主様

2.優待内容
1,000株以上ご所有の株主様に対して、一律に希望小売価格
5,000円相当の当社取り扱い商品で家庭で使用される雑貨類詰め
合わせを1セット贈呈。
100株以上1,000株未満ご所有の株主様に対して、一律に1,000
円のクオカードを1枚贈呈。

3.発送時期
毎年6月中旬より順次発送 以上

会社の概要（2024年3月31日現在）

会 社 名

英 訳 名

創 業

設 立

資 本 金

本 社

従 業 員 数

株式会社シモジマ

SHIMOJIMACo.,Ltd.

1920年

1962年4月26日

1,405百万円

東京都台東区浅草橋五丁目29番8号

TEL03-3864-0061（代表）

（連結）812名

（単独）618名

株式の状況（2024年3月31日現在）

発 行 済 株 式 総 数

発 行 可 能 株 式 総 数

株 主 数

23,647千株

67,000千株

14,937名

役員一覧（2024年6月26日現在）
代表取締役社長 笠井　義彦
代表取締役副社長 下島　雅幸 管理本部長

専 務 取 締 役 小野寺　仁 上席執行役員経営企画本部長

常 務 取 締 役 川原　利治 上席執行役員営業統括本部長

取 締 役 大貫　　学 上席執行役員商品本部長

取 締 役 渡辺　昭一 上席執行役員営業統括副本部長

社 外 取 締 役 梅野　　勉 独立役員

社 外 取 締 役 岩崎　剛幸 独立役員

社 外 取 締 役 金井　千尋 独立役員

常 勤 監 査 役 古橋　孝夫
常 勤 監 査 役 工藤　弘行
社 外 監 査 役 佐藤　裕一 独立役員

社 外 監 査 役 唐澤　貴夫 独立役員

上席執行役員 下島　謙司 グループ管理室長

執 行 役 員 肥田　耕一 商品副本部長兼第二商品部長

執 行 役 員 池田　裕子 管理副本部長兼経理部長

執 行 役 員 尾尻　新吾 営業統括副本部長

執 行 役 員 高野　雅司 経営企画部長

執 行 役 員 松波　幸和 ㈱グローバルブランド専務取締役

執 行 役 員 藤谷　宗孝 営業統括副本部長

執 行 役 員 森井　宏隆 人事部長

執 行 役 員 片野慎一郎 営業統括副本部長

執 行 役 員 椹木　裕二 ミタチパッケージ㈱取締役

当社は、2014年6月24日より執行役員制度を導入しています。

＊従業員数は就業員数であり、臨時雇用者は含んでおりません。


